
街
に
は
サ
ン
タ
さ
ん
や
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
、
ケ
ー
キ

や
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
を
食

べ
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
交
換
し

て
楽
し
く
過
ご
す
。
ク
リ
ス

マ
ス
は
そ
ん
な
日
だ
と
皆
さ

ん
は
思
わ
れ
て
い
ま
せ
ん

か
。で

も
本
当
の
ク
リ
ス
マ
ス

は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
誕

生
を
祝
う
日
で
す
ね
。
道
後

教
会
を
は
じ
め
全
世
界
の
教

会
で

月

日
の
ク
リ
ス

12

24

↘

マ
ス
イ
ブ
か
ら
聖
夜
の
ミ
サ
が
荘

↘厳
に
行
わ
れ
、
世
界
の
平
和
と
人
々

の
心
の
安
ら
ぎ
を
祈
り
ま
す
。

二
千
年
前
、
イ
エ
ス
は
ユ
ダ
ヤ
の

町
ベ
ト
レ
ヘ
ム
の
貧
し
い
馬
小
屋
で

生
ま
れ
ま
し
た
。
飼
い
葉
桶
の
干
し

草
の
上
に
寝
か
さ
れ
た
幼
子
を
最
初

に
訪
れ
た
の
は
付
近
に
い
た
貧
し
い

羊
飼
い
た
ち
で
し
た
。
彼
ら
は
喜
び

に
あ
ふ
れ
、
神
を
賛
美
し
ま
し
た
。

成
人
し
た
イ
エ
ス
は
、
人
々
に
自

分
の
こ
と
よ
り
も
周
り
の
人
を
気
遣

い
大
切
に
思
う
こ
と
を
教
え
ま
し
た
。

『
隣
人
を
自
分
の
よ
う
に
愛
し
な

さ
い
』
と
い
う
徹
底
し
た
愛
に
生

き
る
道
を
命
を
か
け
て
実
行
し
ま

し
た
。
貧
し
い
人
、
病
人
、
未
亡

人
、
体
の
不
自
由
な
人
な
ど
弱
い

人
に
寄
り
添
っ
て
生
き
ま
し
た
。

ま
た
社
会
の
は
み
出
し
者
、
不
当

に
罪
人
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
差
別

さ
れ
た
人
々
と
も
食
事
を
共
に
し

ま
し
た
。
そ
し
て
当
時
の
為
政
者
、

学
者
ら
か
ら
は
反
逆
者
と
見
ら
れ

て
捕
わ
れ
、
十
字
架
に
つ
け
ら
れ

殺
さ
れ
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
を
機
に
、
皆
様
も

愛
に
生
き
愛
に
死
ん
だ
キ
リ
ス
ト

の
生
涯
を
、
聖
書
で
た
ど
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
教
会
は
キ
リ
ス
ト
が

死
ん
で
三
日
目
に
復
活
し
た
と
信

じ
て
い
ま
す
。

皆
様
に
平
和
が
来
ま
す
よ
う

に
。
ク
リ
ス
マ
ス
お
め
で
と
う
！
。

ク
リ
ス
マ
ス
を
お
祝
い
す
る

月
12

日
の
聖
夜
、
道
後
教
会
で
は
上
記

24の
と
お
り
（
ク
リ
ス
マ
ス
ミ
サ
の
ご

案
内
）
イ
ブ
の
ミ
サ
を
行
い
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
の
聖
誕
を
祝
い
、
喜
び
の

中
で
『
し
ず
け
き
』
な
ど
の

聖
歌
を
歌
い
、
祈
り
、
司
祭

の
話
を
聞
き
ま
す
。

毎
年
、『
教
会
で
の
本
当
の

聖
な
る
ク
リ
ス
マ
ス
の
ミ
サ

を
体
験
し
た
い
』
と
い
う
一

般
の
人
や
近
所
の
家
族
連
れ

ら
が
来
ま
す
。
教
会
は
皆
さ

ん
と
共
に
荘
厳
な
雰
囲
気
の

中
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
え
る

こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

日
に
は
午
前

時
か
ら

25

11

キ
リ
ス
ト
聖
誕
を
祝
う
ミ
サ

が
あ
り
ま
す
。
両
日
と
も
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
ご
遠
慮
な
く
お
い
で

く
だ
さ
い
。
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◆
キ
リ
ス
ト
教
入
門
講
座
◆

・
毎
月

第
２
土
曜
日

午
後
２
時
～

・
場
所

道
後
教
会

・
講
師

道
後
教
会
担
当
司
祭

及
び

信
徒

・
洗
礼
を
受
け
て
い
な
い
方
が

対
象

・
ま
ず
は
、
当
教
会
へ
（
電
話
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
）
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

電
話
番
号
な
ど
下
欄
参
照
。

◆
ミ
サ
時
間
◆

・
日
曜
日

午
前

時
～

11

・
金
曜
日

午
前

時
～

10

当
面
、
毎
月
１
回

（
第
１
金
曜
日
）

◆
土
曜
談
話
室
（
悩
み
相
談
）
◆

・
第
１
・
第
３
土
曜
日

午
前

時
～

時

10

12

・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
は
守
秘
義
務

が
あ
り
ま
す
。



道
後
教
会
で
は
今
年
も

月

日

11

17

（
日
）、
隣
の
聖
母
幼
稚
園
と
共
同
で

恒
例
の
バ
ザ
ー
を
開
き
ま
す
。
東
日

大
震
災
の
被
災
者
支
援
を
メ
ー
ン
と

し
、
宮
城
・
石
巻
の
味
噌
、
醤
油
、

白
だ
し
、
合
わ
せ
酢
な
ど
の
産
品

も
販
売
し
被
災
地
復
興
を
支
援
し

ま
す
。
ま
た
被
災
の
お
年
寄
り
が

余
り
布
で
器
用
に
作
っ
た
フ
ク
ロ

ウ
の
人
形
（
ス
ト
ラ
ッ
プ
）
も
人

気
を
呼
び
そ
う
で
す
。

被
災
地
で
は
現
在
も
仮
設
住

宅
で
不
便
な
生
活
を
強
い
ら
れ

て
い
る
人
も
多
く
、
道
後
教
会

で
は
ま
だ
ま
だ
支
援
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
地
元
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
手
を
組
ん

で
苦
し
ん
で
い
る
人
々
を
支
え

る
活
動
も
始
め
ま
し
た
。

उ
ः
ख
ः
ঐ
ॻ
ঞ
␗
ॾ
ु

バ
ザ
ー
で
は
道
後
教
会
の
伝

統
の
味
マ
ド
レ
ー
ヌ
、
絶
品
の

手
づ
く
り
カ
レ
ー
の
人
気
商
品

を
は
じ
め
毎
回
売
切
れ
の
ド
ミ

ニ
カ
ン
ク
ッ
キ
ー
、
コ
ー
ヒ
ー

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

手
づ
く
り
品
も
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ

で
、
余
剰
品
販
売
に
も
人
が
つ

め
か
け
ま
す
。
カ
ル
メ
ル
会
修
道
女

の
手
作
り
ス
リ
ッ
パ
も
初
出
品
で
す
。

バ
ザ
ー
の
開
店
は
午
前

時
、
閉

10

店
は
前
回
よ
り

分
早
く
午
後
１
時

30

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

当
日
は
教
会
の
聖
堂
も
自
由
に
見

学
で
き
ま
す
。
美
し
い
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
を
観
賞
す
る
家
族
連
れ
ら
で
に

ぎ
わ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
入
場
く
だ
さ

い
。

現
在
、
道
後
教
会
が
東
日
本
大
震

災
の
地
元
復
興
の
た
め
、
バ
ザ
ー
の

収
益
な
ど
で
支
援
し
て
い
る
の
は
次

の
２
ヶ
所
。
そ
の
ほ
か
再
建
支
援
の

商
品
の
共
同
購
入
を
し
て
い
る
。

①

宮
城
県
の
八
木
山
教
会
の
グ
ル

ー
プ「
八
木
山
オ
リ
ー
ブ
の
会
」

＝
宮
城
県
亘
理
町
の
仮
設

住
宅
に
住
む
被
災
者
へ
小

物
作
り
の
指
導
や
花
見
な

ど
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
、

傾
聴
活
動
も
し
て
い
る
。

道
後
教
会
か
ら
年
２
回
送

金
。②

福
島
県
の
白
河
教
会

の
有
志
の
会
「
み
み
ず
く
」

＝
市
内
２
ヶ
所
の
仮
設
住

宅
の
人
々
を
支
援
。
傾
聴

活
動
や
夏
祭
り
な
ど
季
節

行
事
を
開
い
て
い
る
。
道
後
教

会
か
ら
２
月
に
送
金
、
７
月
に
祭
り

用
に
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
を
送
っ
た
。

③

宮
城
県
石
巻
市
の
山
形
屋
商
店

（
醤
油
醸
造
業
）
＝
津
波
で
工
場
や

在
庫
商
品
す
べ
て
が
消
失
。
再
建
支

援
の
た
め
年
３
回
、
醤
油
な
ど
の
商

品
の
共
同
購
入
を
し
て
い
る
。
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昨年の手作り品コーナー

小物作りの後、“お茶っこ”で一服（亘理町）
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ク
リ
ス
マ
ス
の
人
気
者
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
。
そ
の
名
は
「
サ

ン
タ
・
ニ
ク
ラ
ウ
ス
」
が
な
ま

っ
た
も
の
だ
そ
う
だ
。
聖
ニ
ク

ラ
オ
（
ニ
ク
ラ
ウ
ス
）
は
４
世

紀
、
今
の
ト
ル
コ
に
あ
っ
た
教

会
の
司
教
だ
っ
た
。

伝
説
で
は
、

２
人
の
娘
を

持
つ
父
親
が

金
に
困
っ
て

い
る
の
を
見

て
憐
れ
に
思

っ
た
聖
ニ
ク

ラ
オ
が
三
つ

の
金
塊
を
家
に
投
げ
入
れ
る
と
、

そ
れ
が
娘
た
ち
の
靴
や
靴
下
に

入
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ

れ
が
欧
州
の
民
話
や
米
国
の
生

活
文
化
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
今

の
よ
う
な
ク
リ
ス
マ
ス
の
人
気

者
に
な
っ
た
そ
う
だ
。


